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■  わたしたちの近況報告、そして感謝とお願い  ■

 今年度の重点活動と事業

クリスマスのご挨拶と共にご報告いたしま

す。ご理解とご支援をお願いいたします。

理事長 　山    下　 勝　 弘

 わたしたちの クリスマス礼拝

きよしこのよる　ほしはひかり
歌声ともに　ひろがる　
光のかがやき
神に栄光   地に平和････　
この祈りに  みんなが  
つつまれているとき クリスマス礼拝 

信子さんと　良夫くんは
えらばれて
いまは　天使さま
そして　願うこと････
いつまでも　つづくといいな
わたしたちの　クリスマス
来年も　そのつぎの年も

光と歌声の　ひろがりのなかで
信子さんと良夫くんの　願いが　
みんなの願いに　かわるとき
クリスマス礼拝
　
 白河めぐみ学園
 白河こひつじ学園クリスマス礼拝　

  政権交代による福祉政策の混乱期の当会の計画と活
動に、ご理解とご支援を心からお願いいたします。

１、支援体制の整備と拡大

　今年度も障害者自立支援法に基づく児童デイサー
ビス事業、生活介護事業、グループホーム設置運営
事業などを、利用者本位の立場から積極的に拡大、
推進します。計画され検討されている新規事業はグ
ループホーム設置計画（福島県須賀川市）、児童デイ
サービス事業（福島県郡山市）、生活介護、就労継続
事業（二本松市）等があって、関係者と具体的な検
討と具体的な準備を開始しています。

２、利用者生活支援環境整備と推進

　2010 年度に知的障害児施設「白河こひつじ学園」

大規模修繕事業（国・県補助事業、屋根、外壁、窓サッ
シ、浄化槽改修工事　総事業費 9,500 万円）を実施
する準備を進めています。山形育成園では、作業棟
新築整備工事を計画しています。　
　また、消防法が改正された結果、義務設置になっ
たスプリンクラー設置工事を、当会の入所型福祉施
設（白河めぐみ学園、白河こひつじ学園、はなわ育
成園、あだたら育成園）では、2011 年度末までに
実施する計画で、今年度からその準備を進めます。

３、キリスト教会との連携の強化

   昨年度に引き続いて、知的障害者の就労支援事業
の整備計画、障害者・高齢者地域生活参加支援の「ま
きびとの家」活動、キリスト教会と連携した社会福
祉活動の実施計画の研究と検討を進めます。
　また、日本キリスト教団東北教区の配慮もあって、
当会関係授産施設の授産製品常設展示場を日本キリ
スト教団東北教区センター「エマオ」（仙台市）内に
開設いたします。

４、  国際交流・支援活動の推進

　 国際交流活動としては、インド、バングラデシュ

知的障害関係団体との交流、バングラデシュ国立ラ
ジシャヒ大学・同シーヴス協会との「アジア型知的
障害者地域生活支援システム」の共同研究、またス
ウェーデンのウプサラ地区と連携した職員交換研修、
また福祉サービスの第三者評価事業に関連して、「福
祉サービス評価」の研究を推進します。

依然として不安定な福祉基盤 ■ 当会の福祉支援活動の近況
■　白河めぐみ学園 （知的障害児施設） 

■  白河こひつじ学園 （重度知的障害児施設） 

■　山形ひかり学園（知的障害児通園施設）

  当会の児童入所施設の場合、措置入所児童が全体の
65% を占め、養護性の高い児童、行動障害を伴う児
童が多く入所しています。また学齢以下の幼児の入
所も多くなりました。知的障害児通園施設は、重複
障害を伴う幼児への専門的療育支援の提供が求めら
れています。
■   はなわ育成園（知的障害者更生施設）

■   あだたら育成園（知的障害者更生施設）

■   山形育成園（知的障害者更生施設）

  現在、障害者自立支援法が規定した体制では　新
体制による支援サービスは、これまでの一元的施設
形態から「生活介護事業」「就労継続支援事業」「ナ
イトケア事業」等の事業形態に移行し、利用者がこ
れを選択する方式になります。現在、新体制下のサー
ビス提供を具体的に検証しています。
■　須賀川共労育成園（知的障害者通所授産施設）

■  あだち共労育成園（知的障害者通所授産施設）

■  寒河江共労育成園（知的障害者通所授産施設 )

  事業内容を「生活介護事業」「就労継続支援事業」
等に区分して、新制度による支援サービス提供を目
標に、現在具体的な準備を進めています。
■　発達支援センター　　まきびと

■　発達支援センター　　いずみざき

■　発達支援センター　　あだたら　

■  発達支援センター　　すぎのこ園

■  発達支援センター　　ひかり

　いずれも児童デイサービス事業を実施。基本的に
就学前幼児を対象にしています。それぞれの利用定
員は各 10 名です。当会全体の児童デイサービス利
用定員は 50 名になります。

■　泉崎村障がい者支援センター

　児童デイサービス事業の開始によって、多機能型事
業所（生活介護事業　利用定員 15 名、児童デイサー
ビス事業　利用定員　10 名）に移行しました。福島
県泉﨑村から指定管理者の指定を受け事業を実施して
います。
■ 　グループホーム「ホーム笹平」　

■ 　グループホーム「イザヤの家」

■ 　グループホーム「森宿ホーム」

■ 　グループホーム「シオンの家」

　「ホーム笹平」「イザヤの家」「森宿ホーム」は須賀
川共労育成園がバックアップ、「まきびとホームすか
がわ」としてユニットで運営されています。二本松市
にある「シオンの家」はあだち共労育成園がバックアッ
プをしています。現在もう 1 カ所、男性が利用するグ
ループホームの開設を検討しています。
■　相談支援事業

　現在、白河こひつじ学園、はなわ育成園、あだたら
育成園が福島県県南地域、同県北地域で、また山形育
成園が山形県上山市を対象に実施。全体で、地域在住
の約 500 名の人たちを支援しています。
■　短期入所事業

　白河めぐみ学園、白河こひつじ学園、はなわ育成園、
あだたら育成園、山形育成園で実施しています。在宅
の障害児・者が必要に応じて利用しています。昨年度
の当会の短期入所利用者全体の延べ日数は 2,484 日に
なります。
■　日中一時支援事業

　市町村との契約で当会の 10 施設・事業所が実施し
てます。地域社会の福祉的需要を受け止めた事業です。
定期的な利用者も多く、短期入所事業と連携して地域
社会で生活する障害児・者、家族の生活支援活動を提
供し地域社会の福祉的需要に応えています。

当会では、1971 年の設立以来、法人全体クリス
マス研修会を開催してきました。今年は 12 月 25 日
に当会の理事、評議員、後援会役員、苦情解決事業
第三者委員、関係福祉施設、事業所全職員が参加し、
クリスマス礼拝を守り全体研修会を開催して、キリ
スト教会と地域社会の信頼と委託に応えて働く献身
の決意を新たにします。

12 月 25 日に開催■クリスマス研修会



木工製品のご相談は　須賀川共労育成園　電話　0248 － 76 － 4155 あだち共労育成園　電話　0243 － 48 － 3113　　寒河江共労育成園　電話　0237 － 86 － 7625

白河めぐみ学園　  白河こひつじ学園   　あだたら育成園  　　須賀川共労育成園　　あだち共労育成園　  は な わ 育 成 園　　山形ひかり学園　　 寒河江共労育成園　
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山 形 育 成 園   す ぎ の こ  園   発達支援センターまきびと　泉崎村障がい者支援センター　発達支援センターあだたら　　 発達支援センターひかり   まきびとの家       
Tel 023-673-2575    Tel 0247-43-4391  　　 Tel 0248-25-2055     　　　        Tel 0248-53-3618　           Tel 0243-22-2800   　　　　 　　Tel 023-672-2377   　 Tel 0248-25-2046 　

日本キリスト教団東北教区センター （仙台市） に

授産製品常設展示場開設
教会との連携と共存・活動の共同化の試み

　当会では、日本キリスト教団東北教区センター「エマオ」（仙
台市青葉区錦町 1丁目 13 番 6 号）内に当会の関係授産施設が
製作した製品の常設展示場を開設することになりました。この
活動は日本キリスト教団東北教区関係者の配慮と協力によるも
ので、キリスト教会の活動と、社会福祉領域の活動が相互に連
携し共存し、活動の共同化を図る試みを現実化することを目的
に実施されます。
　当会では、十字架、聖餐式用具などの教会用品、木製玩具等
を中心に製品を展示するとともに、関係キリスト教会の要望に
応じた教会家具の注文製作を受付けてます。同時に当会の社会
福祉サービス活動の紹介と、キリスト教会に求められる社会福
祉に関する情報提供、キリスト教会がボランティア活動を始め
社会福祉領域に参加する場合の相談支援業務を実施します。
　2009 年 12 月 1 日から事業を開始する計画で準備が進めら
れています。ご理解とご支援、ご利用をお願いいたします。（連

絡先　「エマオ」　TEL 022-222-0990  あだち共労育成園 TEL 

0243-48-3113 　写真エマオ　）

牧人会後援会にご参加ください

感謝と報告
後援会会長　岩村　信二

授産製品の詳細は、当会の
ホーム・ページをご覧ください
当会の授産製品の詳細は、インターネットのホーム・

ページ（http://www.makibito.com）をご覧く

ださい。ご注文は、各授産施設へ電話、FAXでお願い
いたします。また、特注家具の製作注文に応じていま
す。本部事務局・各授産施設にお問い合わせください。

　当会の関係授産施設のユニークな製品に、木工製
品があります。木工製品は、キリスト教会関係家具、
用品、積木などの木製玩具が中心で、中でも高品質
な製品が好評です。
　ベストセラーは木
馬 と 幼 児 用 テ ー ブ
ル・椅子で、誕生日
のプレゼント等に多
く 利 用 さ れ て い ま
す。その他、教会用
品の聖餐盆、メモリ
アル・キャビネット、

高品質の幼児用小型
木製玩具があります。
また須賀川共労育成
園のヘチマ水、同石鹸
などは、テレビで紹
介され、しだいに利用
者が増加しています。
これからも一層ご支援
ください。

写真 上  木馬 配布価額 19,000 円 左 幼児用椅子テーブ
ル配布価額 19,600 円。詳細は当会のホーム・ページ参照。 

好評　■ キリスト教会用品と木
馬幼児用机 ・ 椅子　■ 授産製品

教会で、家庭で、保育園で

当会の木工授産製品を、ご利用ください

　工事内容は、耐震性強化を含め、これまでの陸
屋根・シート防水の上に新たに鉄骨構造の鉄板葺
き屋根の設置、これまでのスチールサッシの窓枠
をアルミ製２重ガラスのサッシへ、児童玄関をは
じめ、主要ドアはオートドアへ交換、必要な場所
には安全対策を考慮したドアを導入します。
　また、老朽化した浄化槽の全面改修を計画し、
合併処理槽設置を予定しています。同時に、消防
法の改正で設置が義務づけられたスプリンクラー
設置工事も実施する予定で、総事業費は 9,500 万
円が見込まれています。
　この工事にともなう自己資金は最低額でも総事
業費の25％にあたる2,375万円が必要になります。
自己資金の確保について、現在努力をしています
が、皆様のご理解とご支援をお願いいたします。  

費総額は、7,040,947 円で、これは個人会員と団体

会員をあわせて 584 会員のみなさまが協力してく

ださった結果です。この納入された会費の中から

6,100,000 円を 2008 年度の助成金として、社会福

祉法人牧人会へ捧げました。

　後援会では今年度も、社会福祉法人牧人会が計画

している運営施設の老朽設備改善、障害者自立支援

法に関係する新規事業整備資金、知的障害者をはじ

め高齢者の地域生活支援活動、アジア福祉国際協力

活動を支援します。2009 年のクリスマスを迎える

時、みなさまのご理解、ご加祷と共に、ご支援を心

からお願いいたします。( 協賛広告 )

　牧人会後援会は 1971( 昭和 46) 年に社会福祉法人

牧人会設立とともに、正式に活動を開始し、社会福

祉法人牧人会の強力な協力支援団体として、現在に

いたっています。その主要な支援活動内容は、社会

福祉法人牧人会に連帯し、理解し、協力するとともに、

これを財政的に支援することです。

　2008 年度に牧人会後援会へ納入された会員の会

知的障害児施設 「白河こひつじ学園」

大規模修繕工事申請中
屋根・建物サッシ・外壁塗装・合併浄化槽・スプリンクラー工事を予定

　当会が設置運営する知的障害児施設「白河こひつじ学園」は、
1974 年（昭和 49 年）に建設され、翌年の 1975 年（昭和 50
年）から事業を開始しました。事業開始後 34 年が経過し、建
物、設備の老朽化が目立ってきました。そこで、2010 年（平
成 22 年）度事業として、大規模修繕事業実施計画書を福島県
に提出いたしました。 

　当会の運営する知的障害者通所授産施設あだち共労育成園
では、これまでの作業科目に加えて、新規に建物クリーニン
グ事業科を開設しました。専用車両に清掃機具・用具一式を

用意し、注文に応じて建物清掃・クリーニングを実施する作業
班です。今年度 4 月から事業を開始し、これまで福祉施設公民
館等の建物、また個人住宅の清掃も、注文に応じて実施して、
順調に活動を展開しています。
　現在は 1 チームで作業を行っていますが、将来は、3 チーム
の編成で作業を実施する計画で、独居老人世帯や高齢者世帯な
どを対象に、作業対象領域を拡大することを、計画しています。
写真下　福祉施設のクリーニング作業

当会では、スウェーデンで開発された知的障害者地

域生活支援システムであるシーヴス活動のスウェーデ

ン代表委員トマス・フォルケソン氏の来日を機会に、

福島県二本松市（７月 14 日）と白河市（同 22 日）で

スウェーデン社会福祉セミナーを開催しました。

セミナーでは、ウプサラ県の知的障害福祉専門官と

して働き、現在は民間社会福祉サービス会社で活躍す

る同氏の経歴と経験を生かした「スウェーデンの社会

福祉と民間社会福祉サービス事業の現状」を主題に開

催され、二本松市会場も白河市会場も、大勢の熱心な

参加者で、盛会でした。 

このセミナーを通して、我が国の知的障害者を中心

にした社会福祉サービスの内容と今後のあり方につい

て、多くの示唆が与えられました。（写真下   二本松会場）

民間社会福祉事業の現状をテーマに

スウェーデン社会福祉セミナーを開催

建物クリーニング事業を開設

あだち共労育成園で新規授産科目


